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要  

言語学習者に影響を与える要素として、学習者ストラテジーが注目され、どのよ  

うなストラテジーがあるのかという分類と体系化が行なわれるようになって久し  

い。本稿では「どのような学習者が」どのストラテジーを用いるのかという点に着  

日し、そのために学習者を分類する指標として、学習者が意識／無意識のうちにもっ  

ている言語学習についての種々のbeliefsをとりあげる。beliefsとは、具体的な学習  

行動の背後でそれを支える心的態度や信念をいう。ここでは、学習者のbeliefsを把  

握する道具としてのBALLIを用いた実践の報告と、今後のbeliefs研究への課題を提  

示する。  

〔キーワード〕 BALLIbeliefs BALLI討論 種類別BALLI  

1．盲語学習と言語学習についてのbeliefsl）   

従来の学習者ストラテジー研究は「どのような学習者ストラテジー」があるのかという、スト  

ラテジーの分類と体系化が中心であり「どのような学習者」がそれらを用いるのかという点に関  

しては中心的な課題として扱われてこなかった。しかし、ストラテジー研究の目標の一つとして、  

言語学習活動の効率化や学習者トレーニング2）ということを考えるならば、後者に関する研究も  

必要なはずである。各々のストラテジーが効果的な意味をもつのはどのような学習者に対して  

か、ということが問われるからである。   

本稿では、学習者にはどのような分類が考えられるのか、その分類のための指榛として、学習  

者たちが言語学習活動に対して意識的・無意識的に抱いている種々のbeliefsについてとりあげ  

る。学習者のbeliefsを把握することは、教授者・研究者にとってはストラテジーや実際の学習行  

動と、それをささえて学習者の内面にある心的態度との関係を把握するという意味があり、一方、  

学習者にとっては自らの学習行動を客観的に把握し、学習の改善がしやすくなるという意味があ  

る。   

言語学習と、言語学習についてのbeliefsの関係については学習者ストラテジーの研究のなかで  

とりあげられてきている。例えば、Wenden（1984）は、学習者が持っているbeliefs、つまり、第  

二言語の学習という課題を達成するためにもっともよい、と学習者たちが信じていることに基づ  

いて学習者を3つのグループに分類した。そして、そのうえで各々のグループの学習者の言語学  
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習へのアプローチの仕方の遠いを報告している。それによると、学習者のbeliefsとその使用する  

ストラテジーとの間には一定の関係があったという。これは言いかえれば、学習者のbeliefsを調  

べることで、ある程度、その学習者の使用するであろう、あるいは、その学習者の知っているス  

トラテジーについての予測ができるということでもあるが、更に、この道を言えば、その学習者  

の知らないストラテジーの予測にもつなげられるということでもある。ここから、学習者の  

beIiefsを調べることが、学習者トレーニングにも役立てられる可能性が見えてくる。   

このことを示唆して興味深いのが、Horwitz（1987）による調査の報告である。このなかで  

Horwitzは、ある成人ESL（EnglishasaSecondLanguage）クラスにおける学習者のbeliefsに  

ついて調べているが、そのなかで教師が学習者のbeliefsを把握しておくことの重要性を指摘して  

いる。というのは、学習者のbeliefsの違いによって、学習者の教室活動への取り組みや、言語ス  

キルにもが大きな違いがみられるからである。ここからまた学習者の用いるストラテジーと  

beIiefsとの関係についての研究の必要性を説いている。さらに、学習者の認知スタイルや、態度・  

動機などの情意的な諸要因に比べてbeliefsは変化させることが容易であり、学習者のbeliefsのう  

ち言語学習の阻害要因になっている（と判断される）ものをとりのぞくことができれば、ESLク  

ラスの学習を促進できるのではないかと述べている。   

他にもHorwitzは、教師のbeliefsを調べれば、教師と学習者の間のbeliefsのずれや、また、教師  

が特定の教室活動を選択する理由・根拠なども見えてくるのではないかとしている。この後者の  

視点からは、教師が自己の教授活動を振り返り、改善していくための利用法も考えられる。   

さて、上記のHorwitz（1987）の調査で用いられていたのが、本稿でも扱うBALLI（Beliefs  

AboutLanguageLearningInventories3）、資料1－a参照）である。   

BAlエⅠは具体的には、言語学習についての様々な信条・意見の、一席のリストからなる（資料  

1－a参照）。このリストは、例えば、“Themostimportantpartoflearningaforeignlanguage  

islearningvocabularywords．”のように言語学習についての種々の信条からなっている。  

BA工一LIのオリジナルである打orwjtz（ユ987）では、それらの信条の項目は次のような五つの領域  

に分類される合計35項目からなっていた。  

（1）言語学習に対する適性（Aptjtude）  

（2）言語学習の難易度（Difficulty）  

（3）言語学習の性質（Nature）  

（4）コミュニケーション・ストラテジー  

（5）言語学習の動機（Motivation）   

Horwjtzは、これら5領域の信条・意見についてのアンケートを行なうことによって学習者や  

言語教師が意識／無意識のうちにもっている種々のbeliefsを浮かび上がらせようとしている。  
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このようにBALLIは、言語学習についての様々な信条・信念や思い込みについて調べようとす  

るものであり、その目的を要約して言えば、次のようになろう。すなわち教師・学習者の双方が、  

言語学習に対してもっている態度や意識、思っている種々の事柄などを自覚化し（更に、教師が、  

その教師・学習者間のずれを認識することによって）、学習者ストラテジーとbeliefsとの関係を明  

らかにすることである。そして、さらには教師の教授活動に役立て、学習者の学習を促進するこ  

とであるとt）えよう。   

しかし、BALLIの可能性や分析の枠組み・運用方法については、今後の実践と研究が待たれる、  

いわば、有効利用のためのソフトは末確立という状態である。従ってBALLIによる精密な分析の  

ための枠組みを作ることは、ここでの目的ではない。ここでは学習者のbeliefsの精密な抽出の道  

具としてではなく、学習者の大まかな特徴を教師が把握するために容易に使える一つの道具とし  

てBALLIを位置づけ、そのためのBALLIの運用方法を模索することを目的とする。  

2．BALLlの実践報告   

筑波大学留学生センター予備教育課程（以下、Aコース）は、原則として日本語未習者に対す  

る6ヶ月の集中コースであるが、筆者は、1991年春学期（以下、91S）より当課程において、ク  

ラス・ミーティング4）（以下、CM）という活動を同僚教師とともに行なっている5）。CMは、教師  

と学習者によって行なわれる、いわゆるawarenessactivityの→種であるが、そのなかにBALLI  

を用いた活動も取り入れている。   

ここでは、91S、1991年秋学期（以下、91A）、1992年春学期（以下、92S）の三つの学期にわ  

たって実施したBALLIアンケートとBALu討論の報告を行なう。  

2．1 BAJLlアンケート  

2．l．1 実施時期、実施方法など   

（1）実施時期：  

いずれの学期でもコース開始直前／直後の時期に実施した（91Sのみ、開始後、  

1ヶ月）。91Aと92Sでは、コース終7直前の時期にも実施したが、コース申のbeliefs  

の変化については、本稿では取り扱わないので、結果資料はコース開始時のものの  

みとする（資料3参照）。   

（2）信条項目：  

62の信条項目のうち、35はHoTWitzのオリジナル版にあったもの、25は筆者の参  

加した1990年度国立国語研究所長期専門研修の実習コースで用いたもの、そして、  

2は当センターでさらに、つけくわえた追加項目である。   

（3）解答用紙：  

アンケートへの解答の仕方はHorwitzにならい、信条項目のそれぞれに、Strongly  
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agreeからStrongly disagreeまでの5スケールからなる解答欄に印をつけさせると  

いう方法をとった（資料1－b参照）。つまり、それぞれの信条項目に「つよく賛成  

する」ならば解答欄の（1）のところに、「つよく反対する」ならば（5）に印をつ  

けるという具合である。  

（4）実施方法：  

CMのオリエンテーション後の、最初のCM活動の時間に、次項で説明するBALLI  

討論を実施できるように、いずれの学期でもコース開始直前、もしくはCMのオリエ  

ンテーション時に、項目用紙と解答用紙を配布した。その際、学習者にはBALLI実  

施の目的として「日本語を勉強するというのは、どういうことなのか、どういう体  

験なのか、一人一人が考え、また、みんなでも考えてみること（BALLf討論）。日本  

語を勉強するというのは、具体的に、どんな特徴一因難や楽しさetc．－を伴うことな  

のかを、クラスメートと話し合い、互いの不安や意見なども分かち合うこと。これ  

らのことによって、互いの日本語学習の役に立てること。そしてまた、教師の側か  

ら言えばみんなの意見、感じていることを把握し、コースを改善するための参考資  

料を得ること」などを述べた。その後、解答用紙の記入の仕方などを説明し、翌日  

もしくは数日中に提出するよう指示した。  

（5）解答者：  

先にも述べたように、今回報告するBAl．LIの対象者は、Aコース（91S／、92S）  

の初級日本語学習者で、人数は46である8）。当コースの学習者の特徴としては、彼ら  

の多くが国費留学生であり、各自が専門の研究領域を待ったプロフェッショナルで  

あるということであろう。  

2．1．2 結果および考彙  

BALLIアンケートの集計結果は、資料3のとおりである。結果には、特に統計的処理はし   

ていないが1．で述べた、学習者の大まかな特徴を教師が把達しておく、という目的のため   

には、むしろそのような処理よりも、一人→人の学習者の解答状況を見て、その学習者につ   

いての判断をすることのほうが有用であろうと思われる。また、今回ここに報告するのは、   

46名分の資料であり、統計的処理を施すのは（あるいは、統計的処理になじむかどうかの検   

討は）更に多くのサンプルを得てからの課題としたい。なお、前述した追加項目の多くは、「   

教室活動や教師一字習者役割に関する項目」、およぴ「文化的要素に関する項目」であったが、   

項目の記述方法などに必ずしも意味が明瞭でない部分も含まれているため、これら2領域に   

関しては、今回は結果の分析は省略する。  

BALLIアンケートから得られた結果を信条項目の領域別にまとめると、概ね次のような傾   

向が伺われた。  
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（1）言語学習に対する適性：  

これは、各学習者が、言語学習に必要な一般的適性や、自分の言語学習適性につ  

いて考える領域であるが、日本語学習の障害になりそうな否定的な傾向はほとんど  

伺えなかった。確かに「大人より子どもの方が外国語を学習するのはやさしいと思  

う〔項目恥＝1、解答値平均＝1二旦Z。〕7）」と考える学習者の方が圧倒的に多く、ま  

た、「私は、外国語習得のための特別の力を持っている」〔25、旦二旦蔓〕に賛成する学  

習者の数も必ずしも多くない。しかし、たとえば、自分にはそのような特別な力は  

ないと答えている者11人のうち、10人までもが「どんな人でも、外国語を学ぶこと  

ができる」〔58、む型〕という信条に対して、1もしくは2、つまり、賛成すると答  

えているなど「特別の力」がないことと、外国語習得ができないこととは、別のこ  

とであるという受け止め方をしているようである。  

もちろん、BALLIは学習者のbeliefsを調べた結果「何も問題がありませんでした」  

ということを目的としているのではない。むしろその逆で、「問題」のありそうな学  

習者を見つけ、必要であれば何らかの対応をすることが必要なのではないかと思わ  

れるが、そのことについては、次のBALLI討論の項で述べる。  

（2）言語学習の難易度：  

この領域における学習者たちのbeliefsを要約すると「言語の中には、やさしいも  

のとそうでないものとがあるが〔3、旦二旦1〕、日本語は後者の方だ〔4、主二旦巨〕。し  

かし、私は、日本語がうまく話せるようになるだろう〔7、と坦〕」ということにな  

ろう。これは、大変興味深い傾向のように思える。というのは、学習者たちは日本  

語は難しいと感じており、これは一見日本語学習に対■してマイナスにはたらく  

beliefsのように思える。しかし、その一方で、それでも自分は日本語がうまくなる  

だろうというbeliefsももっているということは、コース中の日本語学習の仕方、パ  

フォーマンスや、教師の対応、その他程々の環境によって、これらのbeliefsは「日  

本語は難しい。だから、できない」となっていくのか、それとも「日本語は難しい。  

でも、だいじょうぶ」あるいは「日本語は難しい。だから、がんばろう」となって  

いくのかの微妙なところにあるように思えるからである。  

（3）言語学習の性質：  

この領域は、（4）のコミュニケーション・ストラテジーの領域と並んで、実際の言  

語学習活動ヒもっとも直接の関係があり、したがってまた、言語学習への影響も一  

番大きいことが予想されるbeliefsの領域であろう。つまり、学習者がどんなbeliefs  

を持っているかによって、日本語学習が促進されたり逆に阻害されたりということ  

が起こりやすい領域だということである。したがってHorwitzのいうようにbeliefs  

は変化させることが可能であり、また教師が学習者のもっているマイナスのbeliefs  
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をとりのぞくことができるのであれば、教師側の対応によって、学習者の学習を促  

進できる部分でもある。   

また、言語学習活動と密接な関係があるだけに、教師側からすれば、教師と学習  

者双方のbeliefsの違いに注目することも有益であろう。   

さて、言語学習の性質、つまり言語学習とは一体どのような性格をもったものな  

のか、ということに関する学習者たちのbeliefsは、どのような特徴があるだろうか。  

これは、ほとんどの学習者に共通して言える部分と、個々の学習者によってまちま  

ちである部分とに分かれた。前者の方は例えば「日本語を話すためには、日本文化  

や〔10、旦ニュ蔓〕、非言語的な部分も大切だ〔21、旦ニヱ主〕。また、日本語の学習は日本  

でするのがよい〔17、主二些〕」といった傾向である。一方beliefsが分かれた、あるい  

は「賛成も反対もしない」という解答も多かったのは、言語学習で何が一番大切か、  

ということについてのbeliefsであった。「語彙〔29、旦遡〕」か、「文法〔37、旦二旦亘〕」  

か、あるいは「翻訳〔47、旦二型〕」のいずれが一番大切かについては、語彙と文法に  

ついては、ともに、重要視する傾向が比較的強かったのに対し、翻訳についてはそ  

うでないものが多かった。しかし、これはあくまでも傾向であり、学習者によって  

の解答値のバラツキも大きかった。   

ところで、学習者たちに日本語を教える日本語教師側は、言語学習の性質につい  

てどのようなbeliefsを持っているだろうか。筆者は今回の報告に合わせて、当セン  

ターの日本語講師に対しても学習者に対してのものと同様のBALLIアンケートを  

実施した㌔ それによると、教師と学習者たちの言語学習の性質についてのbeliefs  

の間には、大きなずれは見られなかった（〈表1〉参照）。教師側のbeliefsの傾向を  

特にあげるならiぎ「日本文化や〔10、1．54〕、非言語的な部分も大切だ〔21、4．38〕」  

というbeliefsが、学習者側以上に明確であること、言語学習で何が一 番大切かとい  

うことについては「これが一番大切だ」という決め方は、あまりしていないこと、  

ただし「翻訳が一番大切〔47、4．15〕」だという項目については、学習者以上に明確  

に否定していること、などである。  

〈表1〉 学習者と教師の、「言語学習の性質」についてのbeliefsの比較（数値は、各々の解答値  

の平均）  

項目Ik  10  17  21  29  37  47  学習者  2．13  1．30  3．71  2．80  2．65  3．24  教 師  1．54  2．00  4．38  3．31  2．88  4．15   
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（4）コミュニケーション・ストラテジー：  

コミュニケーション・ストラテジーについては、どうであろうか（く表2〉参照）。  

まず、日本語で話す、ということに関して言えば「いい発音で話すことは大切だ〔9、  

！二塑〕」としながらも「正しく言えるようになるまでは、何も言ってはいけない〔14、  

呈二旦〕」という項目に対しては、否定的解答が多かった。しかし、日本語がわからな  

いときに「その意味を推測しても構わない〔23、旦二旦1〕」かどうかについては、意見  

がわかれ、反対する学習者も少なくなかった。これは、教師側の解答値平均1．38と  

比べると対照的である。しかしその一方、教師側は日本語学習の初期段階での誤用  

訂正を重要視しており〔36、1．75〕、学習者のbeliefsとのずれが伺える〔36、む塑〕。  

教師側でも「正しく言えるようになるまでは、何も言ってはいけない〔14、4．69〕」  

という項目に対して、学習者以上に否定的解答が多かったことをみれば「たくさん  

日本語で話して、まちがいを犯したり、ことばの意味を推測したりしてもよいが、  

その分、誤用訂正もしなければならない」というのが、教師側のbeliefsの傾向であ  

ろうか。  

また、日本語の練習方法として、「繰り返し練習〔30、主二嬰〕」や「カセットテー  

プ〔45、2．00〕」などを使った練習については、教師と同様重視しているようである。  

〈表2〉 学習者と教師の、「コミュニケーション・ストラテジー」についてのbeliefsの比較  

（数値は、各々の解答値の平均）  

項目Nα  9  14  22  23  30  35  36  45  学習者  1．98  4．11  1．87  2．61  1．28  2．83  2．80  2．00  教 師  1．92  4．69    1．38  1．46    1．75  1．79   
（5）言語学習の動機：  

日本語を苧ぷ動機は、非常に高く、しかもはっきりしていた。一人を除いて「日  

本語が上手になりたい〔53、L塑〕」と感じており、それは「自分の国の人々が日本  

語を話すことを重要だと感じている〔32、旦二些〕」からではなく、「自分の専門に大  

変役に立つ〔61、主上旦蔓〕」からであり、また「日本人の友だちがほしい〔54、⊥嬰〕」  

からである。  

2．2 BALJl討論（BALLITalk）   

既述のように、BALLIの運用の仕方には、定式はない。したがって、ここでも筆者らの試みた  

方法を述べる。  
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2，2．1 実施且的、実施時期・方法   

（1）実施目的：  

BALLI討論の大きな目的は、BALLIアンケートで学習者たちに考えてもらった  

日本語学習についてのbeliefsをさらに意識化させ、そのことにより日本語学習の参  

考になるような視点や学習方法、ストラテジーなどを彼らに意識してもらうこと、  

獲得してもらうことである。また、自分以外の学習者のbeliefsや、言語学習に関係  

のある諸観点・側面に触れることなどによって、それまで気づいていなかった言語  

観や言語学習観を意識化し発見させていくことである。しかし、現在のところ、こ  

のような目的が十分に達成できているとは言いがたい。したがって、有益な討論が  

できるようにするための様々な工夫も今後の課題である。  

また、先にBALLIによって「問題」のありそうな学習者を見つけ、それへの対応  

をすることも必要なのではないかと述べたが、BALLIアンケートの結果のなかで、  

教師が「問題」だと判断・推測したことや、疑問に感じたことなどがあれば、それ  

らについて話し合ってみることもできるであろう。  

さらに、BALLI討論の副次的な効果として、学習者にとって不安やフラストレー  

ションの多いコース初期に二日本語学習についてクラスメートと討論をすることで、  

学習者間の信頼関係作りや、精神的・情緒的緊張をほぐすことなども期待できよう。   

（2）実施時期・方法：  

BALLI討論は、BALLIアンケートの記憶が残っているうちに行ないたい、あるい  

は、できるだけコース中の早い時期に行ないたい、などの理由から、いずれの学期  

でもアンケート実施直後～一週間以内に行なった。  

BALLI討論での使用言語は、学習者の共通言語である英語とした。それは、日本  

語による話合いが実際問題として無理であり、また、ここでは日本語の学習自体が  

直接の目的ではないからである。  

具体的な手順としては、学習者から回収したアンケート結果をクラスごとに教師  

が把握することが、まず、はじめにくる。その時、教師は各学習者の特徴の把握に  

努めるとともに、次の点にも留意する。すなわち、各学習者にいろいろな視点をあ  

たえ、そのbeliefsを相対化させるという目的にそって、それぞれのクラスで話させ  

てみたいポイントを整理・列挙することである。例えば、日本語学習や日本語で話  

すことについて、過度に不安を持っていたり難しいと思っていたりする学習者が多  

いように見うけられる場合は、項目4、14、35などについて学習者の意見を聞いて  

みることが考えられる。それによって学習者に、不安なのは自分だけではないこと  

や、いたずらに難しいと感じて気後れする必要のないことなどに気づかせるためで  
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ある。その他にも例えば、日本語学習のストラテジーについてのbeliefsを交換させ  

ることなども考えられよう。   

このような、教師側の準備が整ってから、BALLl討論に臨むが、91S・91Aと92  

Sでは弱冠実施方法が異なったので、まず、前者の方から述べる。91S・91Aでは  

話し合いの開始にあたってまず、各学習者にBALLIアンケートの解答用紙（答を記  

入してあるもの）を返却する。これにより、各学習者は自分がそれぞれの項目に対  

してどのように答えたかを見ながら話し合いをすることができる。そうしておいて、  

次に話し合いは英語で構わないことを告げてから話し合いに入る。この時できるだ  

け学習者の自発的発言を元にした話し合いにしたいという意図から、特に話し合い  

に対するコントロールはせず、学習者たちの話したいことを話したいように話させ  

るという原則的な方針をとった。そのうえで、学習者からの発言がなくなったとこ  

ろで、あらかじめ列挙しておいたポイントなどに話を移すようにした。教師として  

話し合いの最終的な結論を出したり、あるいは、それを学習者に対して求めたりは  

しなかったが、学習者から求められれば、質問やアドバイスには答えるようにした。  

しかし、その場合でも「私はこう考えるがみんなはどう思うか」式の答え方をする  

ようにした。   

さて、92Sでも、大体においてこれと同様の方法で行なったが、解答用紙をその  

まま返却することはやめた。その理由は、62もの項目に対する解答結果を見ながら  

話し合うとなると、話の焦点があまりにも拡散しすぎて、短い時間では足りなくなっ  

てしまうからである。そこで92Sでは解答用紙の代わりに（む言語学習に対する適性、  

②言語学習の動機、③言語学習と文化の3領域の信条項目の抜粋とその各々に対す  

る各学習者の答を記入した用紙を配った9）（資料4参照）。  

2．ヱ．2結果および考察   

3つの学期全体の傾向としては、以下のような点に関する発言が多かった。すなわち、   

①日本人とのコミュニケーシ ョンのとり方や、学習者にとって異質なものとしての日本の（生  

活）文化とそれとのつきあい方について   

②日本語上達のためには何が必要か、また、その手段としての“practice”の重要性や“practice’’  

の方法について   

③教師やコースヘの希望・要望・質問  

などである。   

以下に、実際の話し合いのなかででたことなども含め、BALLI討論に関する考察を、領域別に  

述べる。  
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（1）言語学習に対する適性：  

BALLIアンケートの項（2．1．2．）でも述べたように、学習者たちは、必ず  

しも自分に言語学習者として優れた素養があるとは感じていないが、それにもかか  

わらず、多くの学習者は日本語学習は可能だという前向きのbeliefsを持っている。  

学習者たちの次のような発言は、その際の彼らのbeliefsをささえているもののよう  

に思える。  

（∋明確な動機があればよい  

②リラックスして楽しみながら勉強できる環境があればよい  

③努力をすれば、素質がなくても大丈夫  

また、ほとんどの学習者が大人よりも子どものほうが言語学習が得意だと考えて  

いるが、それに対しては「なぜ、そう思うのか」、「大人と子どもとは何がどう違う  

のか」、「子どものよい点で、自分たちも真似できるようなことはないか」などといっ  

た問いかけをすることによって、学習者のbeliefsの相ヌ寸化を促すことも考えられる。  

（2）言語学習の難易度：  

アンケートの結果や討論中の発言からも、多くの学習者が6ヶ月の日本語コース  

を前にして日本語は難しい、という思いを抱いているように思われる。しかし、こ  

のことをクラス全体て共有することによって「不安なのは、自分だけではない、み  

んな大変なんだ。クラスのみんなと助け合いながらがんばっていこう」という気持  

ち、つまり、目標、課題の共有へとつなげることが却ってクラス全体の活性化に結  

びつくのではないだろうか。実際、このような意見が一人からでると、続けて同じ  

ような意見が続き、全体の雰囲気が和やかになることも何度かあったようである。  

（3）言語学習の性質：  

前節BALLIアンケートの項でも述べたように、（3）言語学習の性質の領域と（4）  

コミュニケーション ・ストラテジーの領域は、実際の言語学習活動ともっとも直接  

の関係のあるbeliefsの領域であることから、BALLI討論で取り上げる意義も大きい  

と思われる。例えば、身振り・手振りや文化を軽視している学習者や、翻訳をしな  

ければ安心できなかったりする傾向のある学習者が、他の学習者の意見に触れて自  

分のbeliefsを相対化するきっかけをつかむことなどはつよく望まれることであろ  

う。  

（4）コミュニケーション・ストラテジー：  

アンケートを見たところでは、コミュニケーション・ストラテジーについてもA  

コースの学習者たちは積極的に日本人に働きかけていく傾向を示しているが、やは  

り中には過度に臆病になったり不安を感じたりしているものもいる。しかし、その  

ような学習者でも他の学習者の意見を聞いて、それまで気づいていなかったことに  
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気づいたり、あるいは、気にしすぎていたことでもそんなにこだわらなくてもよい  

と考え直したりすることなどが期待される。実際、「正しい発音」や「正しく言える  

こと」などについてはいくつもの意見が出、そのような効果も十分期待できるので  

はないかと思われる。  

（5）言語学習の動機：（省略）  

3．今後の運用に向けて  

以下に、今後のBALLIの運用のために検討すべき諸点を列挙する。  

3．1 項目の検討   

（1）領域：  

今回ここで報告したBALLI（以下、BALLI91A）には、7つの領域にわたる62の  

信条項目が含まれているが、これは、いかにも多すぎるように思われる。今後は、  

何のためにBALLIを用いるのか、そのためにはどのようなbeliefsについての情報が  

必要なのかを明確にしたうえで、beliefsの領域を設定し項目を決めていくことが必  

要であろう。  

また、学習者によって項月を様々に変えてみることも考えられる。例えば学習者  

が漢字系か非漢字系か、あるいは初級か中級か、さらにどこで学習しているのか（日  

本国内か国外か）ということや学習者の性別、年令、母語などがポイントになって  

くるであろう。学習者の使用可能言語が常に英語とは限らないことを考えれば、諸  

言語版のBALLIの作成も必要になってくる。   

（2）項目の「意味」：  

Horwitz版の項目も含め、BALLI91Aには項目によってどういう立場で答えれば  

よいのか、つまり、自分のこととして考えるのか、一般のこととして考えるのか不  

明確なものがある（項目24など）。このように、項目の意味が曖昧に解釈される可能  

性があると思われたことも、現段階では統計的な処理には馴染まないのではないか  

と判断した理由の一つであるが、今後は、この点についても明確化を図りたい。  

3．2 運用方法の検言寸   

3．1でbeliefs領域の設定について言及したが、ここでは実際にBALLIにはどのような使い方  

が考えられるか、について考えたい。  

（1）（テーマ別の）BALLI討論：  

例えば「会話BALLI」、「ストラテジーBALLI」といったように、言語学習のなか  

でも特定の領域に関係のあるものに限定した小さいBALLIアンケートを作ってお  

き、学習者やカリキュラムに応じてどれを用いるかを決め、それに基づいて種類別・  
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目的別のBALLI討論を実施することなどはすぐにも実施に移せよう。ほかにも「漢  

字BALLI」、「読解BALLl」等々といったヴァリエーションが考えられる。   

（2）フィードバック：  

学習者から得た情報を教師側にフィードバックすることも重要である。クラス、  

教材、教授法、教師など、教授活動一般についての的確なフィードバックが得られ  

れば、コースの改善やコースデザインの参考にもなるからである。  

その他、コース期間中のbeliefsの変化やbeliefsとアチーブメントとの関係について調べても面  

白いかもしれない。   

（3）プレースメント：  

もし、BALLIによって学習者のタイプなどを把握することができるのであれば、  

学習者のプレースメントにも利用できるのではないだろうか。BALLIのみでプレー  

スするというのではなく、従来のニーズ分析やペーパーテストから得た学習者情報  

と総合することで、より的確なプレースメントが期待される。  

（4）BALTI（＝BeliefsAboutLanguageTeachingInventories、教師用BALLI）：  

Horwitzは、BALLIの目的の一つとして、教師と学習者の間のBeliefsのずれを教  

師側が認識することをあげているが、現行のBALLIは、正にBeliefs About Lan－  

guageLearningInventoriesであり、教師には答えにくい部分があるように思える。  

例えば「日本語は難しい（項目4）」や「私は、日本語をとても上手にしゃべれるよ  

うになると思う（項目7）」等という場合、どのような立場で答えるのかといった問  

題である。  

ヰ．おわりに   

本稿で述べたことは、あくまでも当課程で実施したBALLIの実践から看取できたことの報告に  

すぎない。しかし、「BALLIによって、たとえばこういうことができるのか、考えられるのか」と  

いうことの像がいくらかでも提示できたとすれば、本稿の目的は達せられたと思う。   

3．であげたように今後の問題は多いが、beliefsについて調べるうえで、また、beliefsと学習  

者ストラテジーとの関係について調べるうえで、BALLIには色々な可能性があるのではないだろ  

うか。BALLIを有効に利用していくためにも大方の実践の待たれるところである。筆者としても、  

学習者の言語学習を改善するために日本語教師には何ができるのか、という観点にたって実践を  

すすめていきたいと思う。  

注  

1）beliefsとは、ストラテジーを含めて、具体的な学習行動を、その背後でささえる心的態度や  

信念のことをいう。  
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2）例えば、Dickinson（1987）は、学習者トレーニングを「どうやって正しい教材を用いるか、  

どうやって自分たち自身のことを評価するか、などなどのことを学習者に教えるために考案   

された活動」としているが、ここでは言語学習者の内省や、教師側などからの示唆やアドバ   

イスによって、学習活動の改善を図っていくことを目的とする活動一般のこととする。  

3）Horwitz（1987）によるBALLIは、言語学習に関係のある5つの領域にわたる35の項目から   

なっていた。本稿では、項目数・内容ともに変えているが、形式などは同じなのでBALLIと  

いう呼称をそのまま用いる。  

4）稲子・橋本（1992）参照  

5）本稿で用いるデータはすべて山本そのこ氏、稲子あゆみ氏他、筑波大学留学生センターの先   

生方との共同作業のもとに得た。  

6）91Aの学習者の数が少ないのは、解答記録の不備のため。  

7）以下、〔〕のなかの数字は、同様に、〔関連のある項目恥、解答値平均〕とする。ただし、   

「」のなかの言葉は、該当項目の文言そのものではない。また、解答値平均に下線＿が   

引いてあるものはAコース学習者の平均であることを、また下線のないものは当センター日   

本語講師のものであることを、それぞれ示す。  

8）筆者自身を含め、当センターの日本語講師13人からの解答を得た。講師用のBALLIは、学習   

者用のものの日本語版で行なった。信条項目もすべて学習者用のものと同様であったため、   

講師と学習者との日本語に対する立場の遠い、すなわち講師側が日本人であり、また、教師   

であるという点に対する配慮が不十分であった。そのため、すべての項目についての結果を  

ここで報告することはできない。  

9）当初は、残りの領域の項目についての項目領域別BALLI討論も実施する予定であったが、時   

間などの関係でできなかった。  
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［資料1－a］   

BALLI  

Below are beliefs that some people have aboutlearning foreignlanguages．Read each  

statementandthendecideifyou：  

（1）stronglyagree，（2）agree，（3）neitheragreenordisagree，（4）disagree，（5）stronglydisagree．   

Therearenorightorwronganswers．Wearesimplyinterestedinyouropinions，Markeach  

answeronthespecialanswersheet．Questions4＆24areslightlydifferentandyoushould  

mark them asindicated．  

REMEMBER：  

（1）stronglyagree，（2）agree，（3）neitheragreenordisagree，（4）disagree，（5）stronglydisagree．  

1．Itiseasierforchildrenthanadultstolearnaforeignlanguage，  

2，Somepeoplehaveaspecialabilityforlearningforeignlanguages．  

3．Somelanguagesareeasiertolearnthanothers．  

4．Japaneseis：   

（a）averydifficultlanguage   

（b）adifficultlanguage   

（c）alanguageofmediumdifficulty   

（d）aneasylanguage   

（e）averyeasylanguage．  

5．Iwanttolearrlabouttheculturebehindtheforeignlanguage．  

6．Teachers should takeinitiative ofclassroom activities．  

7．1believethatIwil11earntospeakJapaneseverywell．  

8．Peoplefromrnycountryaregoodatlearningforeignlanguages．  

9．ItisimportanttospeakJapanesewithanexcellentpronunCiation．  

10．ItisnecessarytoknowaboutJapanese－SpeakingculturesinordertospeakJapanese，  

11．Therearesomeexpressionsineverylanguagethatonlynativespeakerscanusewell，  

12．Teachersknowbetterthanyouwhatisthemosteffectivewayforyourown1earning．  

13．Homeworkshouldbegivenbyteacherstothelearners．  

14．Youshouldn’tsayanythinginJapaneSeuntilyoucanSayitcorrectly．  

15．1tiseasierforsomeonewhoalreadyspeaksaforeignlanguagetolearnanotherone．  

16．People who are good at mathematics or science are not good atlearning foreign  

languages．  
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17．ItisbesttolearnJapaneseinJapan（wherepeoplespeakJapanese）．  

18．Whenyoustudyaforeignlanguage，yOu’11gettolearnnotonlyabouttheforeignculture   

butyou’11alsounderstandyourmotherculturebetter．  

19．Itisawasteoftimeforlearnerstodecideforthemselvesthelessonplansorschedule   

throughdiscussion．  

20．Somelanguageshaveworld－wideprestige，Whilesomedon’t．  

21．Non－Verbalerrorsarenotimportant．  

22．IenjoypracticingJapanesewiththeJapaneseImeet．  

23．It’so，k，tOgueSSifyoudon’tknowawordinJapanese．  

24．Ifsomeonespentonehouradaylearnlngalanguage，howlongwouldittakethemto   

Speakthelanguageverywell：   

（a＝essthanayear   

（b）1－2years   

（c）3－5years   

（d）5rlO years   

（e）Youcan’tlearnalanguageinlhouraday．  

25．Ihaveaspecialabilityforlearningforeignlanguages．  

26．Nonrverbalfactorsshouldbe takerlin亡O aCCOuntinlarlgtlagelearnirlg．  

27．Youwi1lobeyyourteacher’sadviceevenifitdoesn’tsuityourfavoriteway．  

28．Itisimpossibletolearnaforeignlanguagewithoutateacher．  

29．Themostimportantpartoflearningaforeignlanguageislearningvocabularywords．  

30．Itisimportanttorepeat andpracticealot．  

31．Womenarebetterthanmenatlearningforeignlanguages．  

32．Peop】eInmycountryfeeZ thatitisimportanttospeakJapanese．  

33，IfyoureallywanttobeintimatewithI℃Opleofothertongues，yOuhavetobeableto   

Speaktheirlanguages．  

34．Itisteacher’s role thathe or she directs andleads the class．  

35，IfeeltimidspeakingJapanesewithotherpeople．  

36．IfbeginningstudentsarepermittedtomakeerrorsinJapanese，itwi11bedifficultfor   

themtospeakcorrectZylateron．  

37．Themostimportantpartoflearningaforeignlanguageislearningthegrammar．  

38，IwouldliketolearnJapanesesothatIcangettoknowJapanesepeoplebetter．  

39．Privatemattersarenotgoodtopicstotalkaboutinalanguagelearningclassroom．  

40．Iflshouldfailtomakeprogressinlanguagelearning，teaChersaretoblame．  
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41．Theevaluationofstudentsshouldbedonebyteachers．  

42．It’so．k．tospeakinyourmothertongueintheclassroomifyoucan’tmakeyourself   

understoodinJapaneSe，prOVidedyourclassmatesunderstandit．  

43．Thedifferenceofhabitsandcustomsbetweenculturesshouldbetaughtinlanguage   

classrooms．  

44．Itiseasiertospeakthanunderstandaforeignlanguage．  

45，Itisimportanttopracticewithcassettesortapes．  

46．Learningaforeignlanguageisdifferentthanlearningotheracademicsubjects．  

47．Themostimportant part oflearningJapaneseislearninghowto translatefrom my   

nativelanguage，  

48．Itisimportant tolearn thebackground－1anguagein order to understand a foreign   

culture．  

49．Youcannotlearnlanguageswithouttextbooks．  

50．Whenyoulearnaforeignlanguage，itisbesttolearnitfromanativespeaker，  

51．IfIlearnJapaneseverywell，Ⅰwi11havebetteropportunitiesforagoodjob．  

52，Peoplewhospeakmorethanonelanguageareveryintelligent．  

53．IwanttolearntospeakJapanesewell．  

54．IwouldliketohaveJapanesefriends．  

55．Iwouldratherworkonsamelearningactivitiesasmypeersdoduringtheclasswork．  

56，Itisdifficulttolearnaforeignlanguage．  

57．ItwouldbeinterestingtolearnaforeignlanguagethroughtopicsthatIaminterested   

ln，   

58．Everyonecanlearntospeak aforeignlanguage．  

59．ItiseasiertoreadandwriteJapanesethantospeak andunderstandit．  

60．lwouldratherlearnJapanesefromanativespeakingteacherthanfromanon－native   

Speaker，  

61．IfI’dbeveryfluentinJapanese，itwouldbeofgreathelptomyspecialityormajoring▲  

62．ItisuselessandmeaninglesstospeakinJapanesebetweennon－Japanese－natives．  

ー231－   



［資料1－b］  

B A L LI ANSWt三R SHEET  
軋u帽  

1丁．＼  

48．（  

4ゴ、 岩  

50．（  

51． く  

52．（  

Hark the number asindicatedin the example be＝川：  

ex． （  

）  15．（  

）  16．（  

34．（  

35．（  

36．（  

37．（  

S8．（  

39．（  

40．（  

41．（  

42．（  

43．（  

44．（  

45．（  

）  

17．  

：  

l耳、  

）  

19．  

）  

20．  

）  

2l．  

さ  ご：．  

）  23．  

■
N
∽
N
l
 
 

長引∴ h  

55． く  

56．（  

5丁．（  

58．（  

59．（   

）  24．（  



［資料2］  BALLI項目の領域別分類表  

（1）「言語学習の適性」に関する項目（項目恥：1、2、8、15、16、25、31、52、58）  

1」tiseasierforchildrenthanadultstolearnaforeignlanguage．  

2．Somepeoplehaveaspecialabilityforlearningforeignlanguages・  

8．PeoplefrommycountryaregOOdatlearningforeignlanguagesL  

15．ItiseasierforsomeorleWhoalreadyspeaksaforeignlanguagetolearnanotherone．  

16．People who are good at mathematics or science are not good atlearning foreign  

languages．  

25．Ihaveaspecialabilityforlearningforeignlanguages．  

31．Womenarebetterthanmenatlearningforeignlanguages．  

52．Peoplewhospeakmorethanonelanguageareveryintelligent・  

58．Everyonecanlearntospeakaforeignlanguage．  

（2）「言語学習の難易度」に関する項目（項目恥：3、4、7、24、56）  

3，Somelanguagesareeasiertolearnthanothers・   

4．Japaneseisニ   

（a）averydifficultlanguage   

（b）adifficultlanguage   

（c）alanguageo壬mediumdifficulty   

（d）aneasylanguage   

（e）averyeasylanguage．   

7．IbelievethatIwi111earntospeakJapaneseverywell．  

24．Ifsomeonespentonehouradayleamingalanguage，howlongwouldittakethemto   

speakthelanguageverywell：   

（a）lessthanayear   

（b）12years   

（c）3T5years  

（d）5－10years   

（e）Youcan’tlearnalanguageinlhouraday▲  

56．Itisdifficulttolearnaforeignlanguage・  

（3）「言語学習の性質」に関する項目（項目恥：10、17、21、26、29、37、44、46、47）  

10．ItisnecessarytoknowaboutJapanese－SpeakingcultureinordertospeakJapanese・  
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17．1tisbesttolearnJapaneseinJapan（wherepeoplespeakJapanese）．  

21．Non－Verbalerrorsarenotimportant．  

26．Non－Verbalfactorsshouldbetakenintoaccountinlanguagelearning．  

29．Themostimportantpartoflearningaforeignlanguageislearningvocabularywords．  

37．Themostimportantpartoflearningaforeignlanguageislearningthegrammar．  

44．ftiseasiertospeakthanunderstandaforeignJanguage．  

46．Learnlngaforeignlanguageisdifferentthanlearningotheracademicsubjects．  

47．Themostimportantpart oflearningJapaneseislearrlinghowtotranslatefrommy   

nativelanguage．  

（4）「コミュニケーション・ストラテジー」に関する項目（項目Nn：9、14、22、23、30、35、  

36、45）  

9．ItisimportanttospeakJapanesewithanexce11entpronunciation．  

14．Youshouidn’tsayanythinginJapaneseuntiJyoucansay．itcorrec［1y．  

22．IerdoypracticingJapanesewiththeJapaneseImeet．  

23．It’so．k．toguessifyoudon’tknowawordinJapanese．  

30．Itisimportanttorepeatandpracticealot．  

35．IfeeltimidspeakingJapanesewLthotherpeople．  

36．IfbeginningstudentsarepermittedtomakeerrorsinJapanese，itwillbedifficultfor   

themtospeakcorrectlylateron．  

45，ltisimportanttopracticewithcassettesortapes．  

（5）「言語学習の動機」に関する項目（項目恥：32、51、53、54、61）  

32，PeopleinmycountryfeelthatitisimportanttospeakJapanese．  

51．IfIlearnJapaneseverywell，Ⅰwi11havebetteropportunitiesforagoodjob，  

53，IwanttolearntospeakJapaneseweJ】．  

54．IwouldliketohaveJapanesefriends．  

61．IfI’dbeveryfluentinJapanese，itwouldbeofgreathelptomyspecialityormajoring．  
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［資料3］ 領域別BALLI集計結果  

（1）「言語学習の適性」に関する項目  

学生コード   国   Apt，01  Apt．02  Apt．08  Apt．15  Apt．16  Apt．25  Apt．31  Apt．52  Apt．58   

A91SO3  イ   ン   ド  2   2   4   4  2   3  2   

A91SO9  イ ンド ネ シ ア  ロ   2   3   4  3   4   4  2   

A91Sll  イ ンド ネ シ ア  4  2   2   2   

A91S19  イ ンド ネ シ ア  2   4   4  3   5  3  

A91S20  イ ンド ネ シア  2   2   4   4  2   4   3  2   

A91SOl  フ ィ リ ピ ン  2   5  2   5  3  

A91S17  フ ィ リ ピ ン  3   2   3   5  3  Z   

A91SO5  タ  イ  3   2   3   3   3   3   

A91S13  タ  イ  2   3   4   5  3   3   4   4   

A91S14  タ  イ  3  2   4   4   4   3   2   

A91S18  タ  イ  4   3   3  5  3   4  3  2   

A91S15  ミ ャ ン マ ー  2   2   4   3   3   3   3  2   

A91SlO  ベ ト  ナ  ム  3  5   4   3  2   

A91SO4  ブ ラ  ジ ル  2   3   5  3  3   4   4   

A91SO6  ブ ラ  ジ ル  3  2   3   4  3  3   

A91S16  ブ ラ  ジ ル  ロ   3   2   3  3  3   4  2   

A91S12  アルゼ ン チ ン  5  2   4  

A91S21  メ  キ  シ  コ  2   2   3   4  3   4   4   3  

A91SO7  ア  メ リ  カ  3  5  2   3   3  

A91SO8  ド   イ   ツ  4  4  2   5  4   

A91S22  イ ス ラ エ ル  3  5   4   5  2   2   

A91SO2  ガ   ー   ナ  3   3   3   3   3   4  

A91AOl  タ  イ  2   2   3   5   5  2   4   5  

A91AO2  フ ィ リ ピ ン  2   2   2   2   4   4   3   4  

A91AO3  ス リ ラ ン カ  2   2   2   3  2   4  3   

A91AO4  ブ ラ  ジ ル  ロ   2   2   3   5  3  

A91AO5  ポ リ ヴ イ ア  2   3   4  2   5   

A91AO6  オ ラ  ン ダ  3   4   3   3   5   4   5   5  

A92SOl  イ   ン   ド  2   3   3   5  3   3   4  2   

A92SO2  イ ンド ネ シ ア  2   2   3   3   3   3   3   2   

A92SO3  イ ンド ネ シ ア  2   4  2   3  

A92SO4  イ ンド ネ シ ア  2   2   3   4   4   4   4  

A92SO5  フ ィ リ ピ ン  ロ   2   3   3   3   3   4  

A92SO6  フ ィ リ ピ ン  ロ   2   3   4   3   4   4 2 

A92SO7  フ ィ リ ピ ン  2   2   4   5  2   2   

A92SO8  タ  イ  2   2   3   3   4   4  3   3  2   

A92SO9  タ  イ  2   3   3   4   3   4   3   4   

A92SlO  ブ ー  タ  ン  2   3   3   4   3   3  2   

A92Sll  ミ ャ ン マ ー  2   2   2   3   5  3   3   

A92S12  ブ ラ ジ ル  ロ   2   2   4  3   4  2   

A92S13  ブ ラ  ジ ル  2   3   3   2   4   3   3   5  

A92S14  グ ア テ マ ラ  口   3   4   4   5  3   5  4   4   

A92S15  メ  キ  シ  コ  2   2   4  2   5  2   5  2   4   

A92S16  ア ル バ ニ ア  2   2   2   2   4   34   4   3  

A92S17  ロ   シ   ア  5  5  2   3   3  

A92S18  ト   ル   コ  2   3   2   4  3   5  3   4   
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（2）「言語学習の難易度」に関する項目  

学生コード   国   Dif．03  D汀．04  Dif．07  Dif．24  Dif．44  Dif．56   

A91SO3  イ   ン   ド  3   3   3   2   4  2   

A91SO9  イ ンド ネ シ ア  4  1   2   3   3   

A91Sll  イ ンド ネ シ ア  2   3   4   

A91S19  イ ンド ネ シ ア  4  2   5  3   4   

A91S20  イ ンド ネ シ ア  2   2   2   2   

A91SOl  フ ィ リ ピ ン  3   4  

A91S17  フ ィ リ ピ ン  2   2   3   3   3  2   

A91SO5  タ  イ  3  2   3   3   3   

A91S13  タ  イ  2   2   3   4   3   

A91S14  タ  イ  4   3   2   

A91S18  タ  イ  2   2   2   2   

A91S15  ミ ャ ン マ ー  2   2  3  2  2   3   

A91SlO  ベ ト  ナ  ム  2  2  3   3   

A91SO4  ブ ラ  ジ ル  口  3   

A91SO6  ブ ラ  ジ  ル  2   3   2  3  4   3   

A91S16  ブ ラ  ジ ル  ロ   3   3   4  

A91S12  アルゼ ンチ ン  2   4   4   

A91S21  メ  キ  シ  コ  4  3   2   4  2   

A91SO7  ア メ リ  カ  4  2   5  

A91SO8  ド   イ   ツ   5  2   3   4   5  2   

A91S22  イ ス ラ エ ル  2   3   5  2   

A91SO2  ガ   ー   ナ  2   3   

A91AOl  タ  イ  3   4   4   

A91AO2  フ ィ リ ピ ン  2   2   4   4  2   

A91AO3  ス リ ラ ン カ  2   2   2   2   

A91AO4  ブ ラ  ジ ル  4  2   3   3   3   4   

A91AO5  ポ リ ヴ イ ア  2   2   2   2   3   4   

A91AO6  オ ラ  ン ダ  3   3  4   3   2   

A92SOl  イ   ン   ド  2   3  5   4   4   

A92SO2  イ ンド ネ シア  2   2   3   3   

A92SO3  イ ンド ネ シ ア  2   2   4  2   3   

A92SO4  イ ンド ネ シ ア  2   2   5  3  2   

A92SO5  フ ィ リ ピ ン  3  2   2   2   2   

A92SO6  フ ィ リ ピ ン  2   2   2   2   4   

A92SO7  フ ィ リ ピ ン  2   2   2   4  2   

A92SO8  タ  イ  2   2   2   3   3   

A92SO9  タ  イ  2   2   3   4   3   

A92SlO  ブ ー  タ  ン  2   2   3  2   4  2   

A92Sll  ミ ャ ン マ ー  3  2   2   4   3   

A92S12  ブ ラ  ジ  ル  2   3  3   4  2   

A92S13  ブ ラ  ジ  ル  3  2   4   3   

A92S14  グ ア テ マ ラ  2   2   2   2   3   2   

A92S15  メ  キ  シ  コ  2   2   5   5   5   

A92S16  ア ル バ ニ ア  4   5   

A92S17  ロ   シ   ア  2   2   3   4   5  2   

A92S18  ト   ル   コ  2   4   5  2   2   
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（3）「言語学習の性質」に関する項目  

学生コード  国   Nat．10  Nat．17  Nat．21  Nat．26 Nat．29  Nat．37  Nat．46  Nat．47   

A91S〔I3 イ   ン   ド  4  2  2   2   4   

A91SO9 イ ンド ネ シ ア  2   2   2  3   3   2   

A91Sll イ ンド ネ シ ア  2   3   1   2   2   

A91S19 イ ンド ネ シ ア  5    1  3   4  5   

A91S20 イ ンド ネ シ ア  2   1   2   2  2   2   1   

A91SOl フ ィ リ ピ ン  5  1  2   2   4   

A91S17 フ ィ リ ピ ン  2   3  2  3   2   

A91SO5 タ  イ  2   3  2   2   3   

A91S13 タ  イ  2   3  3   3   3   4   

A91S14 タ  イ  2   2  2   2   1   2   

A91S18 タ  イ  2   3   3  3   4   4  2   

A91S15 ミ ャ ン マ ー  2   3  2  4   4   4   4   

A91SlO ベ ト  ナ ム  2   3  3   3   2   3   

A91SO4 ブ ラ ジ ル  3  ロ   5  1  3   3  5   

A91SO6 ブ ラ ジ ル  3   3   2   3   2   2  

A91S16 ブ ラ ジ ル  4  ロ   2  3   3   4  

A91S12 アルゼンチ ン  2  1   5  1  2   2   1   4   

A91S21 メ  キ  シ  コ  1  4   3   4   

A91SO7 ア メ リ  カ  3   3  3  2   2   

A91SO8 ド   イ   ツ  5 1 5   5  

A91S22 イ ス ラ エ ル  3  5   3   3   3   5   

A91SO2 ガ   ー   ナ  3  4 1 2   4   3   

A91AOlタ  イ  5  1  4   4  2   5   

A91AO2 フ ィ リ ピ ン  2   3  1  4   4  2   5   

A91AO3 ス リ ラ ン カ  2   4  2   2  4   4   4   4   

A91AO4 ブ ラ ジ ル  2   2  5  4  2   5   

A91AO5 ポリ プ イ ア  2   2  4  2   4   4   

A91AO6 オ ラ ン ダ  3  ロ   2  4   4  2   3   

A92SOl イ   ン   ド  2   3   4   4   

A92SO2 イ ンド ネ シ ア  2   3  3  3   3   2   3   

A92S（13 イ ンド ネ シ ア  2   1   2   2   2   

A92SO4 イ ンド ネ シ ア  3  4   4  2   

A92SO5 フ ィ リ ピ ン  3  ロ   5  2  3  2   2   2   

A92SO6 フ ィ リ ピ ン  3  ロ   1  2   3   3   2   

A92SO7 フ ィ リ ピ ン  2   5  2  2   3   

A92SO8 タ  イ  2   2  2   3   4   

A92SO9 タ  イ  Z   2  3   4   4   4   

A92SlO ブ ー タ ン  3   2   3  2  4   4  2   

A92Sll ミ ャ ン マ ー  4   2   2   2   

A92S12 ブ ラ ジ ル  2   3   1   3  2   

A92S13 ブ ラ ジ ル  2   4   2   2   4  

A92S14 グ ア テ マ ラ  2   2   4   5   3  2   4   

A92S15 メ  キ  シ  コ  4  5  2  4  5   

A92S16 ア ル バ ニ ア  4  2   4  5  4   

A92S17 ロ   シ   ア  2   2   2  3   3  3   

A92S18 ト   ル   コ  4  5  2  3  2   
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（4）「コミュニケーション・ストラテジー」に関する項目  

学生コード   国   Str．09  Str．14  Str．22  Str．23  Str．30  Str．35  Str．36  Str．45   

A91SO3  イ   ン   ド  4  2   2   2   5  2   2   

A91SO9  イ ンド ネ シ ア  2   4  2   5  2   

A91Sll  イ ンド ネ シ ア  3  3  3   5  

A91S19  イ ンド ネ シ ア  5  2   

A91S20  イ ンド ネ シ ア  2   4  2   2   2   

A91SOl  フ ィ リ ピ ン  5  5   4  

A91S17  フ ィ リ ピ ン  3   4  2   3  2   3   3   2   

A91SO5  タ  イ  2   4  2   2   3   3   2   

A91S13  タ  イ  2   4  3  2   2   4  2   3   

A91S14  タ  イ  2  4  2   4  4  2   

A91S18  タ  イ  5  3  4  2   

A91S15  ミ ャ ン マ ー  3   4  3   3  2   4   

A91SlO  ベ ト  ナ  ム  5  2   4  2   

A91SO4  ブ ラ  ジ ル  4  3  

A91SO6  ブ ラ  ジ  ル  3   3   2   2   3   2   

A91S16  ブ ラ  ジ ル  3   5  2   2   4  2   

A91S12  アルゼ ン チ ン  2   4  4  

A91S21  メ  キ  シ  コ  5  2   4   5  3   

A91SO7  ア メ リ  カ  2   5  2   2   3   

A91SO8  ド   イ   ツ  2   5  3   5   5   

A91S22  イ ス ラ エ ル  3   5  2   4   4  2   

A91SO2  ガ   ー   ナ  5  3  2   

A91AOl  タ  イ  4   5  2   5  2   

A91AO2  フ ィ リ ピ ン  2   4  3  

A91AO3  ス リ ラ ン カ  3   4   3   3   2   3   3   

A91AO4  ブ ラ  ジ ル  3   4  2   4   3   

A91AO5  ポリ ヴ ィ ア  2   4  3   3   2   4   4  3   

A91AO6  オ ラ ン ダ  2   4  4  5  2   

A92SOl  イ   ン   ド  5  5  5   4  2   

A92SO2  イ ンド ネ シ ア  2   3  2   3  4   4  2   

A92SO3  イ ンド ネ シ ア  4  4  4  2   

A92SO4  イ ンド ネ シ ア  2   3   2   4  4  2   

A92SO5  フ ィ リ ピ ン  2   4  2   4  4  2   2   

A92SO6  フ ィ リ ピ ン  ロ   5  3  4  

A92SO7  フ ィ リ ピ ン  ロ   2   4   4   4   

A92SO8  タ  イ  3   3   3   3   3   2   2   

A92SO9  タ  イ  2   4  3  2   2   2   4  

A92SlO  ブ ー  タ  ン  2   4  2   4  2   2   4  

A92Sll  ミ ャ ン マ ー  3  2   4  4   4  2   

A92S12  ブ ラ  ジ  ル  2   3  2   2   4  2   

A92S13  ブ ラ  ジ ル  3   4  5  2   

A92S14  グ ア テ マ ラ  5  5  3   4  2   

A92S15  メ  キ  シ  コ  2   5  2   5  5  

A92S16  ア ル バ ニ ア  2   4  2   3  2   

A92S17  ロ   シ   ア  2   5  3   3   4  

A92S18  ト   ル   コ  2   2   4  2   4  2   
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（5）「言語学習の動機」に関する項目  

学生コード   国   Mo仁．32  Mot．51  Mot．53  Mot．54  Mot．61   

A91SO3  イ   ン   ド   5  4  3   

A91SO9  イ ンド ネ シ ア  4  3  2   3   

A91Sll  イ ンド ネ シ ア  ロ   2   

A∈IIS19  イ ンド ネ シ ア  3   3  

A91S20  イ ンド ネ シ ア  3  2   

A91SOl  フ ィ リ ピ ン  3  

A91S17  フ ィ リ ピ ン  2   2   2   

A91SO5  タ  イ  3   3  2   2   3   

A91S13  タ  イ  4   3   3   3   3   

A91S14  タ  イ  3  2   2   

A91S18  タ  イ  3  2   2   2   

A91S15  ミ ャ ン マ ー  3   4  2   2   2   

A91SlO  ベ ト  ナ  ム  3  2   

A91SO4  プ ラ  ジ ／レ  4  ロ   

A91SO6  プ ラ  ジ ／レ  4   4  2   2   

A91S16  プ ラ  ジ ル  4  2   2   

A91S12  アルゼ ンチ ン  4  ロ   

A91S21  メ  キ  シ  コ   5   

A91SO7  ア メ リ  カ  3  2   2   2   3   

A91SO8  ド   イ   ツ   5  

A91S22  イ ス ラ エ ル   5  2   3   

A91SO2  ガ   ー   ナ  3   3  3   

A91AOl  タ  イ  2   

A91AO2  フ ィ リ ピ ン  4  2   

A91AO3  ス リ ラ ン カ  2   4  

A91AO4  ブ ラ  ジ ル  2   

A91AO5  ポ リ ヴ ィ ア  4  2   2   

A91AO6  オ ラ  ン ダ  3   2   12   

A92SOl  イ   ン   ド   5  3  1   

A92SO2  イ ンド ネ シ ア  3   2   2   2   

A92SO3  イ ンド ネ シ ア  2   3  1   

A92SO4  イ ンド ネ シ ア  3  2   

A92SO5  フ ィ リ ピ ン  2   

A92SO6  フ ィ リ ピ ン  2   

A92SO7  フ ィ リ ピ ン  3  2   

A92SO8  タ  イ  3   3   2   

A92SO9  タ  イ  4  2   2   

A92SlO  ブ ー  タ  ン  3  2   2   

A92Sll  ミ ャ ン マ ー  3  2   2   

A92S12  ブ ラ  ジ ル  2   

A92S13  ブ ラ  ジ ル  2   3  2   

A92S14  グ ア テ マ ラ  3   

A92S15  メ  キ  シ  コ  2   3  

A92S16  ア ル バ ニ ア  3  2   

A92S17  ロ   シ   ア  4  3   

A92S18  ト   ル   コ  4  Z   2   
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［資料4］ 「領域別BALLI討論」用、解答結果フィードバック用紙  

BALLI  April’92  

NAME  

APTITUDE   

l．（）Itiseasierforchildrenthanadultstolearnaforeignlanguage．  

2．（）Somepeoplehaveaspecialabilityforlearningforeignlanguages．  

8．（）Peoplefrommycountryaregoodatlearningforeignlanguages．   

15，（）Itiseasierforsomeonewhoalreadyspeaksaforeignlanguagetolearnanotherone．  

16．（）People who aregood at mathematics or science are notgood atlearning foreign   

languages．  

25．（）Ihaveaspecialabilityforlearningfc・reignlanguages．  

31．（）Womenarebetterthanmenatlearningforeignlanguages．  

52．（）PeoplewhospeakmorethanOnelanguageareveryintelligent．  

58．（）Everyonecanlearntospeakaforeignlanguage．  

MOTIVATION  

32．（）PeopleinmycountryfeelthatitisimportanttospeakJapanese，  

38，（）IwouldliketolearnJapanesesothatIcangettOknowJapanesepeoplebetter．  

51，（）IfllearnJapaneseverywell，Iwi11havebetteropportunitiesforagoodjob．  
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53．（）IwanttolearntOSpeakJapanesewell．  

54．（）IwouldliketohaveJapanesefriends．  

61．（）IfI’dbeveryfluentinJapanese，itwouldbeofgreathelptomyspecialityormajoring．  

CULTURE  

5．（）Iwanttolearnabouttheculturebehindtheforeignlanguage，  

10．（）ItisnecessarytoknowaboutJapanese－SpeakingcultureinordertospeakJapanese，  

11，（）Therearesomeexpressionsineverylanguagethatonlynativespeakerscanusewell．  

18．（）When youstudya foreignlanguage，yOu’11get tolearnnot only abouttheforeign  

Culturebutyou’11alsounderstandyourmotherculturebetter．  

33．（）Ifyoureallywanttobeintimatewithpeopleofothertongues，yOuhavetobeable  

tospeaktheirlanguages．  

43，（）Thedifferenceofhabitsandcustomsbetweenculturesshouldbetaughtinlanguage  

classrooms．  

48．（）ItisimportanttOlearnthebackground－1anguageinorderto understand a foreign  

culture．  

【241－   


